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(57)【要約】
　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する
方法及び装置を提供し、前記方法は、モバイルホットス
ポット機器と移動端末とは制御チャンネルとしての、前
記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間の
遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第
1接続を確立するステップ、前記移動端末は前記第1接続
を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信するステップ
、及び前記モバイルホットスポット機器は前記第1接続
によって前記遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記
遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メ
ーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対
して対応した起動、終止処理を行うステップを含む。
【選択図】図3
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　制御チャンネルとしての、モバイルホットスポット機器と移動端末との間の遠隔制御
メーセッジのインタラクションに用いられる第1接続を確立するステップと、
　前記第1接続によって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔制御要求メーセッ
ジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対
して対応した起動、終止処理を行うステップと、を含むモバイルホットスポットを管理す
る方法。
【請求項２】
　　前記モバイルホットスポット機器の機器状態を取得するステップと、
　前記機器状態に基づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取得するステ
ップと、
　前記第1接続を利用して前記機器状態情報を放送するステップと、を更に含む請求項1に
記載の方法。
【請求項３】
　前記機器状態に基づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取得するのは
、
　前記機器状態が作動状態である際に、前記機器状態情報をオンラインで取得することと
、
　前記機器状態が終止状態である際に、ローカルで記憶した前記機器状態情報を取得する
ことと、を含む請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求
を含み、対応的に、
　前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対して起動、
終止処理を行うのは、
　前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポット起動要求である際に、前記モバイルホッ
トスポット機器をリセットしホットスポット機能を起動して、且つ起動成功応答を返すこ
とと、
　前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポット終止要求である際に、前記モバイルホッ
トスポット機器に対して前記ホットスポット機能を終止して、且つ終止成功応答を返すこ
とと、を含む請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記遠隔制御要求メーセッジは第2接続確立要求及び第2接続切断要求を更に含み、対応
的に、前記方法は更に、
　前記遠隔制御要求メーセッジが第2接続確立要求である際に、第2接続を確立するステッ
プと、
　前記遠隔制御要求メーセッジが第2接続切断要求である際に、第2接続を切断するステッ
プと、を含み、
　前記第2接続は前記第1接続と異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとし
て、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダ
ウンロードに用いられる請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　　制御チャンネルとしての、移動端末とモバイルホットスポット機器との間の遠隔制御
メーセッジのインタラクションに用いられる第1接続を確立するステップと、
　前記第1接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッ
ジは前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行うことに用いられ
るステップと、を含むモバイルホットスポットを管理する方法。
【請求項７】
　前記方法は更に、前記第1接続を利用して前記モバイルホットスポット機器の機器状態
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情報を傍受して、且つ傍受が成功した後に、傍受した前記機器状態情報を表示するステッ
プを含む請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記方法は、
　トリガポリシーに基づき前記遠隔制御要求メーセッジをトリガするステップを更に含み
、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求
を含む請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記遠隔制御要求は、第2接続を確立するための第2接続確立要求、及び第2接続を切断
するための第2接続切断要求を更に含み、
　前記第2接続は前記第1接続と異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとし
て、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダ
ウンロードに用いられる請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　　モバイルホットスポット機器と移動端末とは、制御チャンネルとしての、前記モバイ
ルホットスポット機器と前記移動端末との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに
用いられる第1接続を確立するステップと、
　前記移動端末は前記第1接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制
御要求メーセッジは前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行う
ことに用いられるステップと、
　前記モバイルホットスポット機器は前記第1接続によって前記遠隔制御要求メーセッジ
を受信して、前記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づ
き前記モバイルホットスポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うステップと、
を含むモバイルホットスポットを管理する方法。
【請求項１１】
　第1接続モジュール、処理モジュールを含み、
　前記第1接続モジュールは、制御チャンネルとしての、モバイルホットスポット機器と
移動端末との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第1接続を確立す
るように設定され、
　前記処理モジュールは、前記第1接続によって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前
記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイル
ホットスポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うように設定されるモバイルホ
ットスポットを管理する装置。
【請求項１２】
　前記装置は、前記モバイルホットスポット機器の機器状態を取得し、前記機器状態に基
づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取得し、前記第1接続を利用して
前記機器状態情報を放送するように設定される放送モジュールを更に含む請求項11に記載
の装置。
【請求項１３】
　前記放送モジュールは、
　前記機器状態が作動状態である際に、前記機器状態情報をオンラインで取得し、
　前記機器状態が終止状態である際に、ローカルで記憶した前記機器状態情報を取得する
ように設定される請求項12に記載の装置。
【請求項１４】
　前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求
を含み、対応的に、前記処理モジュールは、
　前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポット起動要求である際に、前記モバイルホッ
トスポット機器をリセットしホットスポット機能を起動して、且つ起動成功応答を返し、
　前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポット終止要求である際に、前記モバイルホッ
トスポット機器に対して前記ホットスポット機能を終止して、且つ終止成功応答を返すよ
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うに設定される請求項11に記載の装置。
【請求項１５】
　前記遠隔制御要求メーセッジは第2接続確立要求、及び第2接続切断要求を含み、対応的
に、前記装置は、
　前記遠隔制御要求メーセッジが第2接続確立要求である際に、第2接続を確立し、前記遠
隔制御要求メーセッジが第2接続切断要求である際に、第2接続を切断するように設定され
るデータ接続モジュールを更に含み、
　前記第2接続は前記第1接続と異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとし
て、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダ
ウンロードに用いられる請求項11に記載の装置。
【請求項１６】
　第1接続管理モジュール、送信モジュールを含み、
　前記第1接続管理モジュールは、制御チャンネルとしての、移動端末とモバイルホット
スポット機器との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第1接続を確
立するように設定され、
　前記送信モジュールは、前記第1接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前
記遠隔制御要求メーセッジが前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制
御を行うことに用いられるように設定されることに用いられるモバイルホットスポットを
管理する装置。
【請求項１７】
　前記装置は、前記第1接続を利用して前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報
を傍受して、且つ傍受が成功した後に、傍受した前記機器状態情報を表示するように設定
される傍受モジュールを更に含む請求項16に記載の装置。
【請求項１８】
　前記装置は、トリガポリシーに基づき前記遠隔制御要求メーセッジをトリガするように
設定されるトリガモジュールを更に含み、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット
起動要求、及びホットスポット終止要求を含む請求項17に記載の装置。
【請求項１９】
　前記トリガモジュールは更に、第2接続を確立するための第2接続確立要求、第2接続を
切断するための第2接続切断要求をトリガするように設定され、前記第2接続は前記第1接
続と異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとして、前記モバイルホットス
ポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロードに用いられる請
求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　移動端末、モバイルホットスポット機器を含み、
　前記移動端末は、前記モバイルホットスポット機器と第1接続を確立して、前記第1接続
を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッジが前記移動ホ
ットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行うことに用いられるように設定され、
　前記モバイルホットスポット機器は、前記移動端末と第1接続を確立し、前記第1接続に
よって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記
遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対して対応した起動
、終止処理を行うように設定され、
　前記第1接続は制御チャンネルとして、モバイルホットスポット機器と移動端末との間
の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられるモバイルホットスポットを管理す
るシステム。
【請求項２１】
　前記移動端末は請求項17～19のいずれか一項に記載の装置を含み、前記モバイルホット
スポット機器は請求項12～15のいずれか一項に記載の装置を含む請求項20に記載のシステ
ム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動通信分野に関し、特にモバイルホットスポットを管理する方法、装置及び
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願の発明者は本出願実施例の技術的解決手段を実現する過程において、関連技術に
以下のような技術問題が存在していることを発見し、
　モバイルホットスポット機器はアップリンクが第4/3/2世代(4G/3G/2G、Fouth/Third/Se
cond Generation)移動通信技術等の移動通信ネットワークによってインターネットアクセ
スし、ダウンリンクがワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN、Wireless Local Ar
ea Network)等のローカルワイヤレス接続をサポートする移動データ端末である。ローカ
ルWLAN接続を使用するその他の携帯電話、タブレット或いはノートブック等の移動端末は
モバイルホットスポット機器によってインターネットアクセスすることができる。
【０００３】
　移動インターネットが急速に発展する今日で、移動インテリジェント端末、タブレット
はインターネットアクセスの主な移動端末となり、モバイルホットスポット機器はポータ
ブル移動データ端末として、移動インテリジェント端末、タブレットコンピュータに合わ
せて使用する場合がより多く、タブレットコンピュータを例として、モバイルホットスポ
ット機器を合わせて使用する過程において、まずモバイルホットスポット機器を取り出し
て、モバイルホットスポット機器における物理ボタンを押すような制御方式によってモバ
イルホットスポット機器を起動又は終止し、使用しない際にモバイルホットスポット機器
を抜きだして再びモバイルホットスポット機器を置き戻す必要があり、このような制御方
式を採用して、モバイルホットスポット機器を起動と終止するように、ユーザは頻繁的に
取り出し、抜き出し及び置き戻しを必要とし、ユーザの体験を大幅に低下させる。
【０００４】
　モバイルホットスポット機器が作動する際にアップリンク4G/3G/2Gワイヤレス接続とダ
ウンリンクWLANワイヤレス接続とは同時に作動し、電力消耗が大きく、モバイルホットス
ポット機器はホットスポットを使用する移動端末とインタラクションしなく、モバイルホ
ットスポット機器は必ず長時間にずっと作動状態にあり、モバイルホットスポット機器の
航続時間を大幅に減少させる。
【０００５】
　以上のように、従来の技術に存在している問題は、1)制御方式が複雑で、大量に使用す
る際に頻繁的に手動で取り出す、及び置き戻す必要があり、且つ物理ボタンによってモバ
イルホットスポット機器を起動、終止し、2)モバイルホットスポット機器とホットスポッ
トを使用する移動端末との間にインタラクションしない、即ちアップロードとダウンロー
ド操作が存在しなく、モバイルホットスポット機器もずっと作動状態にあり、電力消耗が
大きく、航続能力に影響を及ぼす。
【０００６】
　しかしながら、上記問題に対して、関連技術において効果的な解決手段が存在しない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　これを鑑みて、本発明の実施例は、モバイルホットスポット機器を遠隔起動と終止し、
ユーザが断片化で大量に使用する際に頻繁的に手動でモバイルホットスポット機器を取り
出す及び置き戻すことを避けることができるモバイルホットスポットを管理する方法、装
置及びシステムを提供することが望しい。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施例の技術的解決手段は下記のように実現される。
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　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する方法を提供し、前記方法は、制御
チャンネルとしての、モバイルホットスポット機器と移動端末との間の遠隔制御メーセッ
ジのインタラクションに用いられる第1接続を確立するステップ、及び前記第1接続によっ
て遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔
制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対して対応した起動、終
止処理を行うステップを含む。
【０００９】
　上記手段において、前記方法は、前記モバイルホットスポット機器の機器状態を取得す
るステップ、前記機器状態に基づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取
得するステップ、及び前記第1接続を利用して前記機器状態情報を放送するステップを更
に含む。
【００１０】
　上記手段において、前記機器状態に基づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態
情報を取得するのは、前記機器状態が作動状態である際に、前記機器状態情報をオンライ
ンで取得すること、及び前記機器状態が終止状態である際に、記憶された前記機器状態情
報をローカルで取得することを含む。
【００１１】
　上記手段において、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホッ
トスポット終止要求を含み、対応的に、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイ
ルホットスポット機器に対して起動、終止処理を行うのは、前記遠隔制御要求メーセッジ
がホットスポット起動要求である際に、前記モバイルホットスポット機器をリセットしホ
ットスポット機能を起動して、且つ起動成功応答を返回すること、及び前記遠隔制御要求
メーセッジがホットスポット終止要求である際に、前記モバイルホットスポット機器に対
して前記ホットスポット機能を終止して、且つ終止成功応答を返すことを含む。
【００１２】
　上記手段において、前記遠隔制御要求メーセッジは第2接続確立要求及び第2接続切断要
求を更に含み、対応的に、前記方法は更に、前記遠隔制御要求メーセッジは第2接続確立
要求である際に、第2接続を確立するステップ、前記遠隔制御要求メーセッジは第2接続切
断要求である際に、第2接続を切断するステップを含み、前記第2接続は前記第1接続と異
なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとして、前記モバイルホットスポット
機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロードに用いられる。
【００１３】
　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する方法を更に提供し、前記方法は、
制御チャンネルとしての、移動端末とモバイルホットスポット機器との間の遠隔制御メー
セッジのインタラクションに用いられる第1接続を確立するステップ、及び前記第1接続を
利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッジは前記モバイル
ホットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行うことに用いられるステップを含む
。
【００１４】
　上記手段において、前記方法は、前記第1接続を利用して前記モバイルホットスポット
機器の機器状態情報を傍受して、且つ傍受が成功した後に、傍受した前記機器状態情報を
表示するステップを更に含む。
【００１５】
　上記手段において、前記方法は、トリガポリシーに基づき前記遠隔制御要求メーセッジ
をトリガするステップを更に含み、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要
求、及びホットスポット終止要求を含む。
【００１６】
　上記手段において、前記遠隔制御要求は第2接続を確立するための第2接続確立要求、及
び第2接続を切断するための第2接続切断要求を含み、前記第2接続は前記第1接続と異なる
接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとして、前記モバイルホットスポット機器
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と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロードに用いられる。
【００１７】
　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する方法を更に提供し、前記方法は、
モバイルホットスポット機器と移動端末とは、制御チャンネルとしての、前記モバイルホ
ットスポット機器と前記移動端末との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用い
られる第1接続を確立するステップ、前記移動端末は前記第1接続を利用して遠隔制御要求
メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッジは前記モバイルホットスポット機器に
対して起動、終止処理制御を行うことに用いられるステップ、及び前記モバイルホットス
ポット機器は前記第1接続によって前記遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔制
御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットス
ポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うステップを含む。
【００１８】
　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する装置を更に提供し、前記装置は、
第1接続モジュール、及び処理モジュールを含み、前記第1接続モジュールは、制御チャン
ネルとしての、モバイルホットスポット機器と移動端末との間の遠隔制御メーセッジのイ
ンタラクションに用いられる第1接続を確立するように設定され、前記処理モジュールは
、前記第1接続によって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔制御要求メーセッ
ジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対
して対応した起動、終止処理を行うように設定される。
【００１９】
　上記手段において、前記装置は、前記モバイルホットスポット機器の機器状態を取得し
、前記機器状態に基づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取得し、前記
第1接続を利用して前記機器状態情報を放送するように設定される放送モジュールを更に
含む。
【００２０】
　上記手段において、前記放送モジュールは、具体的に、前記機器状態が作動状態である
際に、前記機器状態情報をオンラインで取得し、前記機器状態は終止状態である際に、ロ
ーカルで記憶した前記機器状態情報を取得するように設定される。
【００２１】
　上記手段において、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホッ
トスポット終止要求を含み、対応的に、前記処理モジュールは、具体的に、前記遠隔制御
要求メーセッジがホットスポット起動要求である際に、前記モバイルホットスポット機器
をリセットしホットスポット機能を起動して、且つ起動成功応答を返し、前記遠隔制御要
求メーセッジがホットスポット終止要求である際に、前記モバイルホットスポット機器に
対して前記ホットスポット機能を終止して、且つ終止成功応答を返すように設定される。
【００２２】
　上記手段において、前記遠隔制御要求メーセッジは第2接続確立要求、及び第2接続切断
要求を含み、対応的に、前記装置は、前記遠隔制御要求メーセッジが第2接続確立要求で
ある際に、第2接続を確立し、前記遠隔制御要求メーセッジが第2接続切断要求である際に
、第2接続を切断するように設定されるデータ接続モジュールを更に含み、前記第2接続は
前記第1接続と異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとして、前記モバイル
ホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロードに用い
られ。
【００２３】
　前記第1接続モジュール、前記処理モジュール、前記放送モジュール、前記データ接続
モジュールは処理を実行する際に、中央処理装置(CPU、Central Processing Unit)、デジ
タルシグナルプロセッサ(DSP、Digital Signal Processor)又はフィールドプログラマブ
ルゲートアレイ(FPGA、Field－Programmable Gate Array)を使用して実現することができ
る。
【００２４】
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　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する装置を更に提供し、前記装置は、
第1接続管理モジュール、送信モジュールを含み、前記第1接続管理モジュールは、制御チ
ャンネルとしての、移動端末とモバイルホットスポット機器との間の遠隔制御メーセッジ
のインタラクションに用いられる第1接続を確立するように設定され、前記送信モジュー
ルは、前記第1接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メー
セッジは前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行うことに用い
られるように設定される。
【００２５】
　上記手段において、前記装置は、前記第1接続を利用して前記モバイルホットスポット
機器の機器状態情報を傍受して、且つ傍受が成功した後に、傍受した前記機器状態情報を
表示するように設定される傍受モジュールを更に含む。
【００２６】
　上記手段において、前記装置は、トリガポリシーに基づき前記遠隔制御要求メーセッジ
をトリガするように設定されるトリガモジュールを更に含み、前記遠隔制御要求メーセッ
ジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求を含む。
【００２７】
　上記手段において、前記トリガモジュールは更に、第2接続を確立するための第2接続確
立要求、第2接続を切断するための第2接続切断要求をトリガするように設定され、前記第
2接続は前記第1接続と異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとして、前記
モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロー
ドに用いられる。
【００２８】
　前記第1接続管理モジュール、前記送信モジュール、前記傍受モジュール、前記トリガ
モジュールは処理を実行する際に、中央処理装置(CPU、Central Processing Unit)、デジ
タルシグナルプロセッサ(DSP、Digital Signal Processor)又はフィールドプログラマブ
ルゲートアレイ(FPGA、Field－Programmable Gate Array) を使用して実現することがで
きる。
【００２９】
　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理するシステムを更に提供し、前記シス
テムは移動端末、モバイルホットスポット機器を含み、前記移動端末は、前記モバイルホ
ットスポット機器と第1接続を確立して、前記第1接続を利用して遠隔制御要求メーセッジ
を送信し、前記遠隔制御要求メーセッジが前記モバイルホットスポット機器に対して起動
、終止処理制御を行うことに用いられるように設定され、前記モバイルホットスポット機
器は、前記移動端末と第1接続を確立し、前記第1接続によって遠隔制御要求メーセッジを
受信して、前記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき
前記モバイルホットスポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うように設定され
、前記第1接続は制御チャンネルとして、モバイルホットスポット機器と移動端末との間
の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる。
【００３０】
　前記移動端末は上記手段に記載の装置を含み、前記モバイルホットスポット機器は上記
手段に記載の装置を含む。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する方法を提供し、前記方法は、前記
モバイルホットスポット機器は前記移動端末と第1接続を確立し、前記第1接続は制御チャ
ンネルとして、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間の遠隔制御メーセ
ッジのインタラクションに用いられるステップ、前記移動端末は前記第1接続を利用して
遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッジは前記モバイルホットス
ポット機器に対して起動、終止処理制御を行うことに用いられるステップ、前記モバイル
ホットスポット機器は前記第1接続によって前記遠隔制御要求メーセッジを受信して、前
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記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイル
ホットスポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うステップを含む。これにより
、該モバイルホットスポットによってインターネットアクセスする移動端末はモバイルホ
ットスポット機器を見つける及び取り出す必要せずに、移動インテリジェント端末にはワ
ンストップでモバイルホットスポットを遠隔起動と終止することができ、ユーザが断片化
で大量に使用する際に頻繁的に手動でモバイルホットスポット機器を取り出す及び置き戻
すことを避け、ユーザ体験を向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】図1は本発明の実施例によるモバイルホットスポットを管理する方法を示すフロ
ーチャートである。
【図２】図2は本発明の実施例による他のモバイルホットスポットを管理する方法を示す
フローチャートである。
【図３】図3は本発明の実施例によるさらに別のモバイルホットスポットを管理する方法
を示すフローチャートである。
【図４】図4は本発明の実施例による機器状態情報を放送する方法を示すフローチャート
である。
【図５】図5は本発明の実施例による機器状態情報を受信する方法を示すフローチャート
である。
【図６】図6は本発明の実施例によるモバイルホットスポットを起動する方法を示すフロ
ーチャートである。
【図７】図7は本発明の実施例によるモバイルホットスポットを管理する装置を示す構造
模式図である。
【図８】図8は本発明の実施例による他のモバイルホットスポットを管理する装置を示す
構造模式図である。
【図９】図9は本発明の実施例によるモバイルホットスポットを管理するシステムの構造
模式図である。
【図１０】図10は本発明の実施例による他のモバイルホットスポットを管理するシステム
を示す構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明の実施例において、モバイルホットスポット機器と移動端末とは、制御チャンネ
ルとしての、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間の遠隔制御メーセッ
ジのインタラクションに用いられる第1接続を確立し、前記移動端末は前記第1接続を利用
して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッジは前記モバイルホッ
トスポット機器に対して起動、終止処理制御を行うことに用いられ、前記モバイルホット
スポット機器は前記第1接続によって前記遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔
制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホット
スポット機器に対して対応した起動、終止処理を行う。
【００３４】
　以下、図面及び具体的な実施例によって本発明を更に詳細的に説明する。
【００３５】
　図1は本発明の実施例によるモバイルホットスポットを管理する方法であって、該方法
はモバイルホットスポットとしてのモバイルホットスポット機器に応用され、図1に示す
ように、該方法は、以下のステップを含み、
　ステップ101、制御チャンネルとしての、モバイルホットスポット機器と移動端末との
間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第1接続を確立する。
　ここで、モバイルホットスポット機器は起動した後に第1接続を確立し、この時、確立
した第1接続は放送状態の第1接続である。ここで、第1接続を提供するようにモバイルホ
ットスポット機器に第1接続を提供する低電力消耗ワイヤレスモジュールを増加して、第1
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接続は移動端末にインタラクションする制御チャンネルとして、元の第2接続、例えばロ
ーカルのWLAN接続とは、互いに独立した2種のワイヤレス接続である。
【００３６】
　第1接続を確立した後に、モバイルホットスポット機器はモバイルホットスポット機器
の機器状態を取得して、機器状態に基づきモバイルホットスポット機器の機器状態情報を
取得し、第1接続を利用して機器状態情報を放送する。
　具体的に、モバイルホットスポット機器が起動した後に、確立した放送状態の第1接続
は一方向の放送チャンネルであり、該モバイルホットスポット機器での全ての移動端末に
その自分の機器状態情報を放送し、ここで、移動端末に機器状態情報を放送する前に、ま
ずモバイルホットスポット機器の自分の機器状態を取得する必要があり、モバイルホット
スポットの機器状態は作動状態と終止状態を含む。
　なお、モバイルホットスポット機器が起動する際に、モバイルホットスポット機器のメ
インCPUが作動して、モバイルホットスポット機器は作動状態であり、モバイルホットス
ポット機器が起動しない際に、モバイルホットスポット機器のメインCPUが終止して、モ
バイルホットスポット機器は終止状態である。
【００３７】
　機器状態は作動状態である際に、前記機器状態情報をオンラインで取得して、オンライ
ンで取得するのは機器状態情報の主動報告を受信したこと、又は定期クエリすることであ
り、機器状態は終止状態である際に、記憶した機器状態情報をローカルで取得する。具体
的に、低電力消耗ワイヤレスモジュールはモバイルホットスポット機器の機器処理用のメ
インCPUと独立した低電力消耗CPUを更に提供し、該低電力消耗CPUはメインCPUとデータイ
ンタラクションを行うことができ、モバイルホットスポット機器は作動状態である際に、
低電力消耗CPUはメインCPUとインタラクションして、メインCPUは機器状態変化を検出し
た際に、主動に低電力消耗CPUに機器状態情報を報告して、低電力消耗CPUは機器状態情報
の主動報告を受信し、或いは低電力消耗CPUはメインCPUに機器状態情報を定期的にクエリ
し、且つメインCPUが返した機器状態情報をモバイルホットスポット機器での移動端末に
放送し、ここで、機器状態情報をクエリする周期はユーザにより必要に応じて設定するこ
とができ、例えば1秒であり、モバイルホットスポット機器は終止状態である際に、低電
力消耗CPUは低電力消耗ワイヤレスモジュールがローカルで記憶した機器状態情報を取得
してモバイルホットスポット機器での移動端に放送し、機器状態情報は起動ロゴ、WLAN起
動ロゴ、電池情報、ユーザ身元アイデンティティ(SIM、Subscriber Identity Module))カ
ード状態、移動信号仕様、信号強度、情報提示(例えば新しいメーセッジ、バージョン更
新等)等のモバイルホットスポット機器の機器状態情報を含み、起動ロゴはモバイルホッ
トスポット機器が起動するか否かを表し、WLAN起動ロゴはモバイルホットスポット機器の
WLANが起動状態にあるか否かを表し、電池情報はモバイルホットスポット機器の現在の電
量を表し、SIMカード状態はSIMカードをモバイルホットスポット機器に差し込んだか否か
を表し、移動信号仕様は現在のモバイルホットスポット機器がアップリンクサポートした
仕様を表す。
　なお、機器状態情報を取得した後に、低電力消耗ワイヤレスモジュールは設定した放送
周期に基づき周期的に機器状態情報を放送し、放送周期はユーザにより必要に応じて設定
されることができ、例えば1秒である。該低電力消耗ワイヤレスモジュールはずっと独立
に作動でき、モバイルホットスポット機器のメインCPUは終止する際に、放送、指令受信
等の操作を行ってもよく、第1接続はブルートゥース4.0バージョンの低電力消耗ワイヤレ
ス接続であっても良い。
【００３８】
　実際の応用において、モバイルホットスポット機器に電池を差し込んだ後に、低電力消
耗ワイヤレスモジュールを起動する。
【００３９】
　ステップ102、前記第1接続によって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔制御
要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポ
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ット機器に対して対応した起動、終止処理を行い、
　モバイルホットスポット機器は移動端末の遠隔制御要求メーセッジを受信した後に、第
1接続は既に一方向の放送状態から双方向データ伝送状態へ切り替え、移動端末のデータ
を受信して、且つ移動端末にデータを送信できる。
【００４０】
　遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求を含
み、受信した遠隔制御要求メーセッジの異なりに基づき、モバイルホットスポット機器が
行う処理が異なり、遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求である際に、モバ
イルホットスポット機器をリセットしホットスポット機能を起動して、且つ起動成功応答
を返し、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット終止要求である際に、前記モバイ
ルホットスポット機器に対して前記ホットスポット機能を終止して、且つ終止成功応答を
返す。
【００４１】
　モバイルホットスポット機器は第1接続によって移動端末の遠隔制御要求メーセッジを
受信した後に、低電力消耗ワイヤレスモジュールは受信した遠隔制御要求メーセッジに対
して対応した処理を行い、ホットスポット起動要求であると、モバイルホットスポット機
器のホットスポット機能を起動するように、低電力消耗CPUによりメインCPUをトリガして
パワーオンリセットを行い、ホットスポット終止要求であると、メインCPUに通知してモ
バイルホットスポット機器のホットスポット機能を終止する。ホットスポット機能を起動
又は終止した後に、低消費電力CPUは要求成功応答を返して第1接続によって移動端末に送
信する。
【００４２】
　遠隔制御要求は第2接続確立要求、及び第2接続切断要求を更に含むことができる。前記
遠隔制御要求メーセッジは第2接続確立要求である際に、第2接続を確立し、前記遠隔制御
要求メーセッジは第2接続切断要求である際に、第2接続を切断する。具体的に、
　モバイルホットスポット機器が第1接続によって受信した移動端末の遠隔制御要求メー
セッジは第2接続確立要求である際に、低電力消耗CPUは受信した第2接続確立要求をメイ
ンCPUに転送し、メインCPUは第2接続を確立して、且つ確立成功応答を返し、低消費電力C
PUは確立成功応答を第1接続によって移動端末に送信する。前記第2接続は前記第1接続と
異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとして、前記モバイルホットスポッ
ト機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロードに用いられる。
【００４３】
　モバイルホットスポット機器が第1接続によって受信した移動端末の遠隔制御要求メー
セッジは第2接続切断要求である際に、低電力消耗CPUは受信した第2接続切断要求をメイ
ンCPUに転送し、メインCPUは第2接続を切断して、且つ切断成功応答を返し、低消費電力C
PUは切断成功応答を第1接続によって移動端末に送信する。
　実際の応用において、本発明の実施例によるモバイルホットスポットを管理する方法に
よって、モバイルホットスポット機器を見つける及び取り出す必要がない前提で、移動端
末にワンストップでクエリを完成してモバイルホットスポット機器の状態情報を見つけて
、モバイルホットスポット機器を遠隔起動と終止する操作を完成し、ユーザが断片化で大
量に使用する際に頻繁的に手動でモバイルホットスポット機器を取り出す及び置き戻すこ
とを避け、なお、第2接続の確立及び切断を遠隔制御することによってモバイルホットス
ポット機器の待機状態の電力消耗を低下させ、モバイルホットスポット機器の航続時間を
増加することができ、同時に、起動速度を加速して、ユーザの体験を大幅に向上させるこ
とができる。
【００４４】
　図2は本発明の実施例による他のモバイルホットスポットを管理する方法であって、該
方法はモバイルホットスポット機器にアクセスする移動端末に応用され、図2に示すよう
に、該方法は以下のステップを含み、
　ステップ201、制御チャンネルとしての、移動端末とモバイルホットスポット機器との
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間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第1接続を確立し、
　ここで、第1接続はモバイルホットスポット機器とインタラクションする制御チャンネ
ルとして、元の第2接続、例えばWLAN接続とは、互いに独立した2種のワイヤレス接続であ
り、ここで、第1接続はブルートゥース4.0バージョンの第1接続であってもよい。
【００４５】
　第1接続を確立した後に、前記第1接続を利用してモバイルホットスポット機器の機器状
態情報の放送を傍受でき、且つ傍受が成功した後に、傍受した機器状態情報を表す。
【００４６】
　具体的に、移動端末は第1接続を確立した後に、傍受周期を周期としてモバイルホット
スポット機器の機器状態情報の放送を周期的に傍受し、この時、第1接続は一方向の放送
状態であり、移動端末はモバイルホットスポット機器の放送を傍受する。モバイルホット
スポット機器の機器状態情報を傍受して、傍受が成功した後に、傍受した機器状態情報を
ウィジェットの方式で移動端末の表示領域に表示する。ここで、本発明の実施例は機器状
態情報の表示方式を制限することがない。
【００４７】
　実際の応用において、移動端末のスクリーンが消灯する際に、移動端末の第1接続を終
止し、スクリーンが点灯するのを待つ際に、再びモバイルホットスポット機器が放送した
機器状態情報を傍受する。
【００４８】
　ステップ202、前記第1接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御
要求メーセッジは前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行うこ
とに用いられ、
　遠隔制御要求メーセッジを送信する前に、トリガポリシーに基づき遠隔制御要求メーセ
ッジをトリガする必要があり、遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及び
ホットスポット終止要求を含む。具体的に、移動端末はユーザのモバイルホットスポット
機器の起動指令を受信し又は移動端末の表示領域のスクリーンの点灯を検出した場合、ホ
ットスポット起動要求をトリガし、移動端末はユーザのモバイルホットスポット機器の終
止指令を受信し又は移動端末の表示領域のスクリーンの消灯を検出した場合、ホットスポ
ット終止要求をトリガする。
【００４９】
　遠隔制御要求は、第2接続を確立するための第2接続確立要求、及び第2接続を切断する
ための第2接続切断要求を含んでもよく、ここで、第2接続と第1接続とは異なる接続であ
り、第2接続はデータチャンネルとして、モバイルホットスポット機器と移動端末との間
のデータアップロード又はダウンロードに用いられる。
【００５０】
　遠隔制御要求メーセッジをトリガした後に、遠隔制御要求メーセッジを第1接続によっ
てモバイルホットスポット機器に送信し、モバイルホットスポット機器が返した要求応答
を受信した後に、モバイルホットスポット機器と第2接続を確立して、データアップロー
ド又はダウンロードを行い又は準備し、移動端末は第2接続の切断をトリガする際に、モ
バイルホットスポット機器に第2接続切断要求を送信して、モバイルホットスポット機器
との第2接続を切断する。ここで、移動端末は第2接続切断要求を送信すると同時に、ホッ
トスポット終止要求を送信しなくてもよく、それによりモバイルホットスポット機器をホ
ットスポットを起動して第2接続を行わないホットスポット待機状態にさせる。
【００５１】
　図3は本発明の実施例による他のモバイルホットスポットを管理する方法であり、該方
法はモバイルホットスポットとしてのモバイルホットスポット機器、モバイルホットスポ
ット機器にアクセスする移動端末を含むシステムに応用され、図3に示すように、該方法
は以下のステップを含み、
　ステップ301、モバイルホットスポット機器と移動端末とは、制御チャンネルとしての
、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間の遠隔制御メーセッジのインタ
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ラクションに用いられる第1接続を確立し、
　具体的に、モバイルホットスポット機器内の低電力消耗ワイヤレスモジュールと該モバ
イルホットスポット機器にアクセスする移動端末との間にサービスインタラクションを行
う第2接続と独立した第1接続を確立し、該第1接続はブルートゥース4.0バージョンの第1
接続であってもよい。
【００５２】
　ステップ302、前記移動端末は前記第1接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し
、
　 移動端末はトリガポリシーに基づきモバイルホットスポット機器を遠隔起動又は終止
する必要がある際に、モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行う遠
隔制御要求メーセッジをトリガして、トリガした遠隔制御要求メーセッジをステップ301
で確立した第1接続によってモバイルホットスポット機器に送信する。
　遠隔制御要求メーセッジは第2接続を確立するための第2接続確立要求、及び第2接続を
切断するための第2接続切断要求を更に含んでもよい。
【００５３】
　ステップ303、前記モバイルホットスポット機器は前記第1接続によって前記遠隔制御要
求メーセッジを受信して、前記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メー
セッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理を行い、
　モバイルホットスポット機器は移動端末が送信した遠隔制御要求メーセッジを受信した
後に、受信した遠隔制御要求メーセッジに基づきモバイルホットスポット機器に対して対
応した起動、終止処理を行い、遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求である
際に、リセットしてホットスポット機能を起動して、且つ移動端末に起動成功応答を返し
、遠隔制御要求メーセッジは第2接続確立要求である際に、サービスインタラクションを
行うように、移動端末とモバイルホットスポット機器の間にデータチャンネルとしての、
前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウン
ロードに用いられる第2接続を確立し、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット終
止要求である際に、前記モバイルホットスポット機器のホットスポット機能を終止して、
且つ終止成功応答を返し、遠隔制御要求メーセッジは第2接続切断要求である際に、移動
端末とモバイルホットスポット機器の間のデータチャンネルとしての第2接続を切断する
。
【００５４】
　実際の応用において、移動端末はホットスポット起動要求を送信する際に、同時に第2
接続確立要求を送信することができる。第2接続切断要求を送信する際に、ホットスポッ
ト終止要求を送信しなくてもよい。
【００５５】
　ここで、ステップ301の後に、モバイルホットスポット機器はステップ301で確立した第
1接続によって放送周期を周期として移動端末にそのモバイルホットスポット機器自分の
機器状態情報を放送し、移動端末は傍受周期を周期として傍受し、傍受が成功した後に、
傍受した機器状態情報を移動端末の表示領域に表示する。
【００５６】
　以下、具体的応用実例によって本発明の実施例における機器状態情報を放送し、機器状
態情報を受信し、モバイルホットスポットを起動する方法を更に説明する。
【００５７】
　図4は本発明の実施例による機器状態情報を放送する方法を示すフローチャートであり
、図4に示すように、
　ステップ401、電池を差し込み、
　ステップ402、低電力消耗ワイヤレスモジュールを起動し、
　ここで、モバイルホットスポット機器に電池を差し込んだ後に、モバイルホットスポッ
ト機器が起動するか否かに関わらず、低電力消耗ワイヤレスモジュールを起動して、機器
状態情報の低電力消耗の放送を始める。
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【００５８】
　ステップ403、メインCPUが作動するか否か、
　モバイルホットスポット機器の低電力消耗ワイヤレスモジュールは現在メインCPUが作
動するか否かを判断し、現在の機器状態を取得して、機器状態はモバイルホットスポット
機器が起動するか否かを指示することに用いられ、モバイルホットスポット機器が起動す
る際に、メインCPUが作動し、機器状態が作動状態であり、ステップ404bを実行し、モバ
イルホットスポット機器が起動しない際に、メインCPUが作動しなく、機器状態は終止状
態であり、ステップ404aを実行する。
【００５９】
　ステップ404a、ローカル記憶から機器状態情報を読み取り、
　具体的に、前記機器状態は終止状態である際に、モバイルホットスポット機器の低電力
消耗ワイヤレスモジュールの低電力消耗CPUはローカル記憶した機器情報を取得する。
【００６０】
　ステップ404b、メインCPUから機器状態情報を読み取り、
　具体的に、前記機器状態が作動状態である際に、モバイルホットスポット機器の低電力
消耗ワイヤレスモジュールの低電力消耗CPUはモバイルホットスポット機器のメインCPUか
ら機器状態情報をオンラインで取得して、モバイルホットスポット機器のメインCPUは低
電力消耗CPUに機器状態情報を返す。
【００６１】
　なお、ステップ404aにおいても、ステップ404bにおいても、取得した機器状態情報はモ
バイルホットスポット機器が起動するか否かの表示、WLANが起動するか否かの表示、電池
情報、SIMカード状態、移動信号仕様、信号強度、情報提示(例えば新しいメーセッジ、バ
ージョン更新等)等の機器状態情報を含み、WLAN起動ロゴは0である際に、ホットスポット
終止状態を表し、電池電量は0であると、モバイルホットスポット機器が初めて起動する
ことを表し、モバイルホットスポット機器の後に起動した機器状態情報の中で、電池電量
は前回で起動する際にCPUから読み取った及び記憶した電池電量情報である。
【００６２】
　ステップ405、機器状態情報を周期的に放送し、
　機器状態情報を取得した後に、低電力消耗ワイヤレスモジュールは第1接続を利用して
放送周期を周期として移動端末に機器状態情報を放送し、ここで、放送周期は必要に応じ
て設定されることができ、例えば1秒である。
【００６３】
　図5は本発明の実施例による機器状態情報を受信する方法を示すフローチャートであり
、移動端末にホットスポット管理モジュールを予めインストールする。図5に示すように
、以下のステップを含み、
　ステップ501、移動端末が起動して、ホットスポット管理モジュールはバックステージ
で自動起動し、
　ここで、移動端末が起動した後に、ユーザはサービスを行う必要がある際に、移動端末
のスクリーンは点灯し、したがって、スクリーンが点灯するか否かに基づきユーザは現在
にモバイルホットスポット機器が放送する機器状態情報を傍受する必要があるか否かを確
定することができる。スクリーンが点灯する際に、ステップ502を実行し、スクリーンが
消灯する際に、ステップ506を実行して、第1接続を終止する。
【００６４】
　ステップ502、第1接続を起動し、
　ここで、移動端末のスクリーンが点灯する際に、ホットスポット管理モジュールは移動
端末とモバイルホットスポット機器との第1接続を起動する。
【００６５】
　ステップ503、周期的に放送を傍受し、
　この時、傍受周期を周期として第1接続によってモバイルホットスポット機器の機器状
態情報の放送を傍受し、傍受周期をユーザの必要に応じて設定することができ、例えば1.
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5秒であり、ここで、傍受周期はモバイルホットスポット機器の放送周期より大きい。
【００６６】
　ステップ504、傍受が成功するか否かを判断し、
　傍受が成功する際に、ステップ505を実行し、モバイルホットスポット機器の機器状態
情報を表示し、具体的に、傍受したモバイルホットスポット機器の機器状態情報を受信し
、移動端末の待機インターフェイスにウィジェットの方式で受信したモバイルホットスポ
ット機器の機器状態情報を表示し、傍受が成功しないと、ステップ503を実行し続け、周
期的に放送を傍受する。
【００６７】
　なお、移動端末の表示領域のスクリーンが消灯する際に、移動端末の第1接続を終止し
て、スクリーンの点灯を待つ際に再びモバイルホットスポット機器が放送した機器状態情
報を傍受して受信する。
【００６８】
　図6はモバイルホットスポット機器を起動するホットスポット機能を例として本発明の
実施例による方法を説明し、モバイルホットスポット機器は第1接続によって移動端末に
その自分の機器状態情報を放送し、移動端末に対して、移動端末は傍受状態の第1接続に
よってモバイルホットスポット機器が放送した機器状態情報を傍受し、移動端末はホット
スポット機器を起動する必要がある際に、図6に示すステップを実行し、
　ステップ601、移動端末はホットスポット起動要求をトリガし、
　ここで、移動端末のホットスポット管理モジュールは手動、自動の2種の作動モードに
よってホットスポット起動要求をトリガすることができ、手動モードとは、トリガスイッ
チを設置して、ユーザは手動方式でトリガスイッチに対して起動操作を行い、ホットスポ
ット起動要求をトリガしてモバイルホットスポット機器のホットスポット機能を起動し、
自動モードとは、ホットスポット管理モジュールは移動端末におけるアプリケーションが
モバイルホットスポット機器とサービスインタラクションを行う必要があること、又は表
示領域のスクリーンが点灯することを確定する際に、ホットスポット起動要求をトリガし
て、モバイルホットスポット機器のホットスポット機能を起動するようにする。この時、
移動端末とモバイルホットスポット機器の間の第1接続は接続状態の双方向データチャン
ネルに切り換える。
【００６９】
　ステップ602、移動端末はホットスポット起動要求を送信し、
　移動端末のホットスポット管理モジュールは接続状態の第1接続でモバイルホットスポ
ット機器にホットスポット起動要求を送信して、且つモバイルホットスポット機器の応答
を待つ。ここで、移動端末のホットスポット管理モジュールは第2接続確立要求を同時に
送信する。
【００７０】
　ステップ603、低電力消耗ワイヤレスモジュールはホットスポット起動要求を受信し、
　ステップ604、低電力消耗ワイヤレスモジュールはメインCPUをパワーオンリセットし、
　ここで、モバイルホットスポット機器の低電力消耗ワイヤレスモジュールはホットスポ
ット起動要求を受信した後に、低電力消耗ワイヤレスモジュールはモバイルホットスポッ
ト機器のメインCPUに対してパワーオンリセット操作を行い、モバイルホットスポット機
器のホットスポット機能を起動し、且つ第2接続確立要求に基づき第1接続と独立した第2
接続を確立する。
【００７１】
　ステップ605、メインCPUの起動が成功し、低電力消耗ワイヤレスモジュールに応答を返
し、
　ステップ606、低電力消耗ワイヤレスモジュールはホットスポット起動応答を送信し、
低電力消耗ワイヤレスモジュールはメインCPUの応答を受信した後に、確立した第1接続で
移動端末へホットスポット起動応答を返す。
【００７２】
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　ステップ607、移動端末はホットスポット起動応答を受信し、
　ステップ608、移動端末にモバイルホットスポット機器の起動成功を表示し、
　移動端末はモバイルホットスポット機器が返した成功応答を受信した後に、モバイルホ
ットスポット機器が成功に起動することを表示し、且つ確立した第2接続によってモバイ
ルホットスポット機器とサービスインタラクションを行い、モバイルホットスポット機器
によって必要なサービスを行う。
【００７３】
　なお、図6に示すステップにおいて、ステップ601、ステップ602、ステップ607、ステッ
プ608の実行主体はモバイルホットスポット機器にアクセスする移動端末であり、ステッ
プ603、ステップ604、ステップ605、ステップ606の実行主体はモバイルホットスポット機
器である。
【００７４】
　なお、モバイルホットスポット機器のホットスポット機能を終止する過程において、手
動又は自動モードでホットスポット終止要求をトリガして、ホットスポット終止フローに
入ることができ、ユーザは手動方式でトリガスイッチに対して終止操作を行い、又はホッ
トスポット管理モジュールは移動端末におけるアプリケーションがモバイルホットスポッ
ト機器とサービスインタラクションを行う必要がなく且つスクリーンが消灯することを確
定した際に、ホットスポット終止要求をトリガする。
　実際の応用において、モバイルホットスポット機器のメインCPUは一定の時間例えば1分
間内で第2接続に移動端末を接続しないのを検出した際に、自動的に第2接続を切断して、
モバイルホットスポット機器のワイヤレス機能は待機状態、一定の時間例えば5分間にあ
る後に、まだホットスポット起動要求を受信していなく、即ちホットスポット起動操作が
ない場合、モバイルホットスポット機器を終止する。
【００７５】
　実際の応用において、移動端末におけるホットスポット管理モジュールはトリガポリシ
ーに基づき移動端末がネットワークに接続するか否かを判断し、第1接続の制御チャンネ
ルによって、自動的にモバイルホットスポット機器を起動して、更にユーザ体験を向上さ
せる。同時に、移動端末におけるホットスポット管理モジュールはタイムリーに移動端末
のインターネットアクセス状態に基づき、第1接続の制御チャンネルによって、タイムリ
ーにモバイルホットスポット機器を終止して又は第2接続を切断することができ、従来の
簡単な遅延機構による電力消耗の浪費を避け、端末機器の航続時間を大幅に延長させる。
【００７６】
　実際の応用において、ずっと独立に作動して終止しない専門的な第1接続を採用するこ
とができ、移動端末に随時にモバイルホットスポット機器の管理状態情報を監視すること
ができ、長いモバイルホットスポット機器起動時間を待つ必要がなく、Web UIログインプ
ロセスを必要しなく、モバイルホットスポット機器の小さいスクリーンではなく、直接に
移動端末の大きいスクリーンにはモバイルホットスポット機器を管理して、ユーザ体験を
大幅に向上させる。
【００７７】
　図7に示すように、本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する装置を提供し
、該装置はモバイルホットスポットとしてのモバイルホットスポット機器70に応用され、
前記装置は、第1接続モジュール71、処理モジュール72を含み、
　第1接続モジュール71は、制御チャンネルとしての、モバイルホットスポット機器と移
動端末との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第1接続を確立する
ように設定され、
　処理モジュール72は、前記第1接続によって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記
遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホ
ットスポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うように設定され、
　遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求を含
み、対応的に、処理モジュール72は、具体的に、前記遠隔制御要求メーセッジがホットス
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ポット起動要求である際に、前記モバイルホットスポット機器をリセットしホットスポッ
ト機能を起動して、且つ起動成功応答を返し、前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポ
ット終止要求である際に、前記モバイルホットスポット機器に対して前記ホットスポット
機能を終止して、且つ終止成功応答を返すように設定される。
【００７８】
　前記装置は、放送モジュール73を更に含み、前記モバイルホットスポット機器の機器状
態を取得し、前記機器状態に基づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取
得し、前記第1接続を利用して前記機器状態情報を放送するように設定される。
【００７９】
　放送モジュール73は、具体的に、前記機器状態が作動状態である際に、前記機器状態情
報をオンラインで取得し、前記機器状態が終止状態である際に、ローカルで記憶した前記
機器状態情報を取得するように設定される。
【００８０】
　前記遠隔制御要求は第2接続確立要求及び第2接続切断要求を更に含み、対応的に、図7
に示すように、該装置はデータ接続モジュール74を更に含み、前記遠隔制御要求メーセッ
ジが第2接続確立要求である際に、第2接続を確立し、前記遠隔制御要求メーセッジが第2
接続切断要求である際に、第2接続を切断するように設定され、前記第2接続は前記第1接
続と異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとして、前記モバイルホットス
ポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロードに用いられる。
【００８１】
　実際の応用において、図7に示す第1接続モジュール71、処理モジュール72、放送モジュ
ール73は図10に示す低電力消耗ワイヤレス接続モジュール100に集積されることができる
。
【００８２】
　図8に示すように、本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する装置を更に提
供し、前記装置は移動端末80に応用され、前記装置は、第1接続管理モジュール81、送信
モジュール82を含み、
　第1接続管理モジュール81は、制御チャンネルとしての、移動端末とモバイルホットス
ポット機器との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第1接続を確立
するように設定され、
　前記送信モジュール82は、前記第1接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、
遠隔制御要求メーセッジが前記移動端末にアクセスするモバイルホットスポット機器に対
して起動、終止処理制御を行うことに用いられるように設定される。
【００８３】
　図8に示すように、前記装置は傍受モジュール83を更に含み、前記第1接続を利用して前
記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を傍受して、且つ傍受が成功した後に、傍
受した前記機器状態情報を表示するように設定される。
【００８４】
　図8に示すように、前記装置はトリガモジュール84を更に含み、トリガポリシーに基づ
き前記遠隔制御要求メーセッジをトリガするように設定され、前記遠隔制御要求メーセッ
ジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求を含む。
【００８５】
　トリガモジュール84は更に、第2接続を確立するための第2接続確立要求、第2接続を切
断するための第2接続切断要求をトリガするように設定され、前記第2接続は前記第1接続
と異なる接続であり、前記第2接続はデータチャンネルとして、前記モバイルホットスポ
ット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロードに用いられる。
【００８６】
　実際の応用において、図8に示す第1接続管理モジュール81、送信モジュール82、傍受モ
ジュール83、トリガモジュール84は図10に示すホットスポット管理モジュール101に集積
されることができる。
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【００８７】
　図9に示すように、本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理するシステムを更
に提供し、前記システムは8図に示すような移動端末80、図7に示すようなモバイルホット
スポット機器70を含み、
　移動端末80は、前記モバイルホットスポット機器70と第1接続を確立して、前記第1接続
を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッジが前記モバイ
ルホットスポット機器70に対して起動、終止処理制御を行うように設定される。
【００８８】
　前記モバイルホットスポット機器70は、前記移動端末80と第1接続を確立して、前記第1
接続によって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔制御要求メーセッジに応答し
、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器70に対して対応
した起動、終止処理を行うように設定され、
　前記第1接続は制御チャンネルとして、モバイルホットスポット機器と移動端末との間
の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる。
【００８９】
　実際の応用において、本発明の実施例によるシステムは図10に示すように、起動ボタン
と充電ポートを有するモバイルホットスポット機器70に低電力消耗ワイヤレスモジュール
100を増加し、低電力消耗ワイヤレスモジュール100は第1接続、例えばブルートゥース4.0
バージョンの低電力消耗ワイヤレス接続等を、移動端末80とインタラクションする制御チ
ャンネルとして提供できる。低電力消耗ワイヤレスモジュール100は低電力消耗CPUを更に
提供して、モバイルホットスポット機器のメインCPUとインタラクションさせ、機器状態
情報を取得して、且つ周辺の移動端末80に放送する。低電力消耗ワイヤレスモジュール10
0はずっと独立的に作動でき、モバイルホットスポット機器のメインCPUが終止する際に、
遠隔制御要求メーセッジを放送及び受信して操作することができる。
【００９０】
　モバイルホットスポット機器70によってサービスインタラクションする移動端末80には
、対応したホットスポット管理モジュール101を配備する。移動端末80はモバイルホット
スポット機器70に対応した第1接続、例えばブルートゥース4.0バージョンの低電力消耗ワ
イヤレス接続によって、モバイルホットスポット機器70と情報インタラクションを行い、
モバイルホットスポット機器70のホットスポット機能を起動と終止し、モバイルホットス
ポット機器70のホットスポット機能を起動した後に、アップリンク4G/3G/2Gワイヤレス接
続とダウンリンク第2接続は同時に作動する。
【００９１】
　実際の応用において、本発明による装置又はシステム装置は単独なシステムとしてもよ
く、従来の端末例えば携帯電話に異なる機能を完成する論理ユニットを増加してもよい。
【００９２】
　携帯電話に論理ユニットを増加する際に、第1接続モジュール71、処理モジュール72、
放送モジュール73、データ接続モジュール74は携帯電話にある中央処理装置(CPU、Centra
l Processing Unit)、デジタルシグナルプロセッサ(DSP、Digital Signal Processor)、
又はフィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA、Field Programmable Gate Array)に
より実現することができる。
【００９３】
　携帯電話に論理ユニットを増加する際に、第1接続管理モジュール81、送信モジュール8
2、傍受モジュール83、トリガモジュール84は携帯電話にあるCPU、DSP、又はFPGAにより
実現することができる。
【００９４】
　以上のように、本発明の好ましい実施例だけであり、本発明の保護範囲を限定するため
のものではない。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
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　本発明の実施例はモバイルホットスポットを管理する方法を提供し、前記方法は、前記
モバイルホットスポット機器と前記移動端末とは、制御チャンネルとしての、前記モバイ
ルホットスポット機器と前記移動端末との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに
用いられる第1接続を確立するステップ、前記移動端末は前記第1接続を利用して遠隔制御
要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッジは前記モバイルホットスポット機
器に対して起動、終止処理制御を行うことに用いられるステップ、及び前記モバイルホッ
トスポット機器は前記第1接続によって前記遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠
隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホッ
トスポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うステップを含み、これにより、該
モバイルホットスポットによってインターネットにアクセスする移動端末はモバイルホッ
トスポット機器を見つける及び取り出す必要がなく、移動インテリジェント端末にワンス
トップでモバイルホットスポットを遠隔起動と終止することができ、ユーザが断片化で大
量に使用する際に頻繁的に手動でモバイルホットスポット機器を取り出す及び置き戻すこ
とを避け、ユーザ体験を向上させる。　

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月13日(2017.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御チャンネルとしての、モバイルホットスポット機器と移動端末との間の遠隔制御メ
ーセッジのインタラクションに用いられる第１接続を確立するステップと、
　前記第１接続によって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前記遠隔制御要求メーセッ
ジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対
して対応した起動、終止処理を行うステップと、を含むモバイルホットスポットを管理す
る方法。
【請求項２】
　　前記モバイルホットスポット機器の機器状態を取得するステップと、
　前記機器状態に基づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取得するステ
ップと、
　前記第１接続を利用して前記機器状態情報を放送するステップと、を更に含み、
　好ましいのは、
　前記機器状態に基づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取得するのは
、
　前記機器状態が作動状態である際に、前記機器状態情報をオンラインで取得することと
、
　前記機器状態が終止状態である際に、ローカルで記憶した前記機器状態情報を取得する
ことと、を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求
を含み、対応的に、
　前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイルホットスポット機器に対して起動、
終止処理を行うのは、
　前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポット起動要求である際に、前記モバイルホッ
トスポット機器をリセットしホットスポット機能を起動して、且つ起動成功応答を返すこ
とと、
　前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポット終止要求である際に、前記モバイルホッ
トスポット機器に対して前記ホットスポット機能を終止して、且つ終止成功応答を返すこ
とと、を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記遠隔制御要求メーセッジは第２接続確立要求及び第２接続切断要求を更に含み、対
応的に、前記方法は更に、
　前記遠隔制御要求メーセッジが第２接続確立要求である際に、第２接続を確立するステ
ップと、
　前記遠隔制御要求メーセッジが第２接続切断要求である際に、第２接続を切断するステ
ップと、を含み、
　前記第２接続は前記第１接続と異なる接続であり、前記第２接続はデータチャンネルと
して、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又は
ダウンロードに用いられる請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　　制御チャンネルとしての、移動端末とモバイルホットスポット機器との間の遠隔制御
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メーセッジのインタラクションに用いられる第１接続を確立するステップと、
　前記第１接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制御要求メーセッ
ジは前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行うことに用いられ
るステップと、を含むモバイルホットスポットを管理する方法。
【請求項６】
　前記方法は更に、前記第１接続を利用して前記モバイルホットスポット機器の機器状態
情報を傍受して、且つ傍受が成功した後に、傍受した前記機器状態情報を表示するステッ
プを含み、
　好ましいのは、
　前記方法は、
　トリガポリシーに基づき前記遠隔制御要求メーセッジをトリガするステップを更に含み
、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求
を含む請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記遠隔制御要求は、第２接続を確立するための第２接続確立要求、及び第２接続を切
断するための第２接続切断要求を更に含み、
　前記第２接続は前記第１接続と異なる接続であり、前記第２接続はデータチャンネルと
して、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又は
ダウンロードに用いられる請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　モバイルホットスポット機器と移動端末とは、制御チャンネルとしての、前記モバイル
ホットスポット機器と前記移動端末との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用
いられる第１接続を確立するステップと、
　前記移動端末は前記第１接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前記遠隔制
御要求メーセッジは前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制御を行う
ことに用いられるステップと、
　前記モバイルホットスポット機器は前記第１接続によって前記遠隔制御要求メーセッジ
を受信して、前記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づ
き前記モバイルホットスポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うステップと、
を含むモバイルホットスポットを管理する方法。
【請求項９】
　第１接続モジュール、処理モジュールを含み、
　前記第１接続モジュールは、制御チャンネルとしての、モバイルホットスポット機器と
移動端末との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第１接続を確立す
るように設定され、
　前記処理モジュールは、前記第１接続によって遠隔制御要求メーセッジを受信して、前
記遠隔制御要求メーセッジに応答し、前記遠隔制御要求メーセッジに基づき前記モバイル
ホットスポット機器に対して対応した起動、終止処理を行うように設定されるモバイルホ
ットスポットを管理する装置。
【請求項１０】
　前記装置は、前記モバイルホットスポット機器の機器状態を取得し、前記機器状態に基
づき前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報を取得し、前記第１接続を利用して
前記機器状態情報を放送するように設定される放送モジュールを更に含み、
　好ましいのは、
　前記放送モジュールは、
　前記機器状態が作動状態である際に、前記機器状態情報をオンラインで取得し、
　前記機器状態が終止状態である際に、ローカルで記憶した前記機器状態情報を取得する
ように設定される請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット起動要求、及びホットスポット終止要求
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を含み、対応的に、前記処理モジュールは、
　前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポット起動要求である際に、前記モバイルホッ
トスポット機器をリセットしホットスポット機能を起動して、且つ起動成功応答を返し、
　前記遠隔制御要求メーセッジがホットスポット終止要求である際に、前記モバイルホッ
トスポット機器に対して前記ホットスポット機能を終止して、且つ終止成功応答を返すよ
うに設定される請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記遠隔制御要求メーセッジは第２接続確立要求、及び第２接続切断要求を含み、対応
的に、前記装置は、
　前記遠隔制御要求メーセッジが第２接続確立要求である際に、第２接続を確立し、前記
遠隔制御要求メーセッジが第２接続切断要求である際に、第２接続を切断するように設定
されるデータ接続モジュールを更に含み、
　前記第２接続は前記第１接続と異なる接続であり、前記第２接続はデータチャンネルと
して、前記モバイルホットスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又は
ダウンロードに用いられる請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　第１接続管理モジュール、送信モジュールを含み、
　前記第１接続管理モジュールは、制御チャンネルとしての、移動端末とモバイルホット
スポット機器との間の遠隔制御メーセッジのインタラクションに用いられる第１接続を確
立するように設定され、
　前記送信モジュールは、前記第１接続を利用して遠隔制御要求メーセッジを送信し、前
記遠隔制御要求メーセッジが前記モバイルホットスポット機器に対して起動、終止処理制
御を行うことに用いられるように設定されることに用いられるモバイルホットスポットを
管理する装置。
【請求項１４】
　前記装置は、前記第１接続を利用して前記モバイルホットスポット機器の機器状態情報
を傍受して、且つ傍受が成功した後に、傍受した前記機器状態情報を表示するように設定
される傍受モジュールを更に含む請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置は、トリガポリシーに基づき前記遠隔制御要求メーセッジをトリガするように
設定されるトリガモジュールを更に含み、前記遠隔制御要求メーセッジはホットスポット
起動要求、及びホットスポット終止要求を含み、
　好ましいのは、
　前記トリガモジュールは更に、第２接続を確立するための第２接続確立要求、第２接続
を切断するための第２接続切断要求をトリガするように設定され、前記第２接続は前記第
１接続と異なる接続であり、前記第２接続はデータチャンネルとして、前記モバイルホッ
トスポット機器と前記移動端末との間のデータアップロード又はダウンロードに用いられ
る請求項１４に記載の装置。



(24) JP 2017-528017 A 2017.9.21

10

20

30

40

【国際調査報告】



(25) JP 2017-528017 A 2017.9.21

10

20

30

40



(26) JP 2017-528017 A 2017.9.21

10

20

30

40



(27) JP 2017-528017 A 2017.9.21

10

20

30

40



(28) JP 2017-528017 A 2017.9.21

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ブルートゥース

(74)代理人  100091096
            弁理士　平木　祐輔
(74)代理人  100102576
            弁理士　渡辺　敏章
(74)代理人  100101063
            弁理士　松丸　秀和
(72)発明者  トン，シャオヤン
            中華人民共和国　５１８０５７　グァンドン　プロヴィンス，シェンツェン　シティ，ナンシャン
            　ディストリクト，ハイテク　インダストリアル　パーク，ケジ　ロード　サウス，ゼットティー
            イー　プラザ
Ｆターム(参考) 5K067 AA34  AA43  CC21  DD27  EE02  EE10  EE16 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

